
平成29年度 土木学会全国大会 in 福岡

映 画 会
九州大学伊都キャンパス稲盛財団記念館

研究討論会 9/13（水）13:00～15:00
九州大学伊都キャンパスセンター2号館2203

座長 大野春雄 土木技術映像委員会委員長（建設教育研究推進機構理事長・攻玉社工科短期大学名誉教授）

話題提供者 田中尚人（熊本大学）・ 高橋愼二（映画カメラマン） ・ 上塚尚孝（東陽町石匠館元館長 日本の石橋を守る会会長）

上塚寿朗（日本の石橋を守る会）・ 金田一精（熊本市経済観光局 熊本城調査研究センター主査）

技術伝承における映像の果たす役割 ～九州の土木遺産を中心として～

多数の貴重な映像を上映いたします。詳細は上映スケジュールをご覧下さい。

映画会
研究討論会

9/11（月）平成28年度土木学会 映画コンクール受賞作品
＆最近の土木学会選定映像

9/12（火）特集九州の土木技術映像

9/13（水）特集土木遺産の記録

土木技術映像委員会では，前回大会に引き続き3日間連続で映画会を開催いたします。
これまでに収集・選定した約800本の記録映像の中から，九州の土木技術を始め

映画コンクール受賞作品や土木遺産の記録まで，多くの優れた映像を上映いたします。



● 映画会・上映スケジュール

作品
No

上映日 
上映開
始時間

上映時間 制作年

― 13:00

1 13:05 44分 新しい河（中川改修事業）
戦前から水害対策として始まった中川改修事業は戦争の影響で一時中断しましたが，昭和22年のカスリーン台風の被害を受け，東
京都は昭和24年に中川放水路開削工事を再開しました。この作品は事業着手当時と思われる開削工事や水理実験の様子，工事終了
後の本川から中川放水路へ分水される瞬間など貴重な映像を使い事業を記録しています。

1963

2 13:50 12分 小湊鐡道　建設作業（無声映画）
1925年（大正14年）に内房線の五井-里見間を開業した小湊鐡道は，房総半島を横断する路線です。この作品は，第一期工事を支
援した帝国陸軍の鉄道第一連隊が，鉄道野外演習の一環として実施した際の工事の記録です。橋梁架設の様子，軌道敷設など大正期
の鉄道建設の状況を伝える貴重なものであり，コンパクトながら当時の施工方法が良く解る映像構成となっています。

1924

3 9/11
（月）

14:02 58分
「日比谷２７９米 地下鉄工事記録
 －帝都高速度交通営団 地下鉄２号線 日
比谷一工区建設記録－」

第3回産業映画コンクール産業映画大賞受賞　東京オリンピックまでの完成をめざして，1962年に着工された東京メトロ（当時は
帝都高速度交通営団）日比谷線（地下鉄２号線）の日比谷一工区279ｍの建設記録です。この作品は，オリンピック前の都心の活気
に満ちた風景を織り込みながら，工法や工事の進捗状況を丁寧に紹介するとともに，厳しい条件下で奮闘する作業員たちの姿も描い
ています。

1964

4 15:00 15分
８ミニッツ
～鎌倉で津波から生きのびる

相模湾でも最も津波が増幅しやすく，また発生後，短時間で津波の襲来が予想される鎌倉市沿岸及び，その地形的特徴や都市構造を
調査分析した上で，鎌倉市の津波被害の可能性と危険性を，CGを用いて視覚的に示しています。一般の方にも判りやすく津波の特
徴や恐ろしさ，また避難方法を表現しており，鎌倉市民はもちろん，他都道府県の住民の津波防災意識を高めることが期待できる作
品です。

2016

15:15

5 15:20 60分
平成28年度
映画コンクール最優秀賞作品

未来に向けて～防災を考える～　2011年3月11日に発生した東日本大震災において，津波被害から多くの命を守った二つの地域の
逸話を紹介しています。この作品は，東日本大震災から得た教訓として「備え」と「避難」の重要性を分かりやすく若い世代に伝え
る内容のアニメーション映画になっています。世代を超えて多くの人々に広く見てもらいたい作品です。

2016

― 16:20

作品
No

上映日 
上映開
始時間

上映時間 制作年

― 10:00

6 10:03 9分
大規模地下空洞掘削工事に挑む！
九州電力小丸川発電所

最大出力120万kwを擁する宮崎県の小丸川発電所の発電設備を設置するために，地下400mの大規模地下空洞建設に挑んだ工事記
録映像です。大規模地下空洞の施工手順，適用した計測・施工技術や情報管理技術，建設機械などを2D／3D-CADと実際の映像を
併用して，分かりやすく紹介しています。

2005

7 9/12
（火）

10:12 24分
地域の安全を守る
－水無川１号砂防ダムの記録－

第18回映画コンクール優秀賞　水無川砂防計画の基本構想に基づく砂防設備として，初めての砂防ダムとなる「水無川1号砂防ダ
ム」が平成10年2月に竣功しました。この砂防ダムは，堤長８７０ｍあり，着工されてから完成するまでを，噴火災害の迫力ある映
像をふんだんに採り入れて紹介しています。

1998

8 10:36 42分
松原･下筌(しもうけ)ダム建設記録 総集
編

第5回映画コンクール最優秀賞　「蜂の巣城の戦い」として異名をはせた九州の松原・下筌ダムの建設記録を13年間の単なるダム建
設記録としてではなく，建設主体の尊法と忍従の記録として描いたドキュメンタリー作品です。

1970

9 11:18 25分
苦闘　海底破砕帯突破
－新関門トンネル建設の記録－

山陽新幹線の新関門トンネルの海底部の掘削工事の記録です。工区内には幅30ｍの断層破砕帯が存在しており，この突破が最大の
課題でした。調査坑，本坑を通しての破砕帯突破の施工記録であり，併せて海底部全体の施工についてその概要を紹介しています。

1975

― 11:43

作品
No

上映日 
上映開
始時間

上映時間 制作年

― 9:30

10 9:33 20分 余部橋りょう　さらなる100年へ
第24回映画コンクール最優秀賞　2007年3月着工後，過酷な自然環境のもと，営業線を運行しながら新橋を構築し，2010年8月
12日に新たに生まれ変わるまでの工事の記録です。

2010

11 9/13
（水）

9:53 39分 石を架ける－石橋文化を築いた人びと－

第17回映画コンクール最優秀賞　日本の代表的な石橋を架けたのは肥後の石工，なかでも江戸末期，種山村（現・熊本県八代市）
に生まれた「種山石工」の人たちです。映画では今も九州を中心に残るさまざまな石橋を訪ね，その歴史や誕生のエピソード，人々
が橋に託した夢，橋が地域生活に与えた影響，完成された構造美などを描きながら文化遺産，土木遺産としての石橋の価値を強く訴
えています。

1996

12 10:32 34分
海峡をつないだ技術
－関門鉄道トンネル開通までの歩み－

第21回映画コンクール部門賞　昭和17年に開通した世界初の海底トンネルである関門鉄道トンネルの完成までの歩みを，主に技術
的な視点から物語風に紹介しています。難工事を克服した土木技術者の経験談や貴重な現場の映像を使い，トンネル工事の歴史を紹
介する作品です。

2003

13 11:06 16分 石橋のふるさと－肥後の石工を訪ねて
第25回日本産業映画ビデオコンクール観光部門最優秀賞受賞作品　肥後の石工が手掛けた熊本県内の石橋の紹介と歴史に触れ，木
橋に代わり石橋が掛けられた理由や支保工，水切りなどの工法を紹介しています。また石工集団の歴史と明治維新後の活躍，架橋の
スポンサーでもある惣庄屋についても触れています。

1988

― 11:22

 　　　　                     　　　        座長　大野 春雄　土木技術映像委員会委員長（建設教育研究推進機構理事長・攻玉社工科短期大学名誉教授）

　　　　　　　　　　　　話題提供者　　田中尚人（熊本大学）・高橋愼二（映画カメラマン）・上塚尚孝（東陽町石匠館元館長　日本の石橋を守る会会長）
　
 　　　　                     　　　       上塚寿朗（日本の石橋を守る会）・金田一精（熊本市経済観光局 熊本城調査研究センター主査）

第3日目　終了

ご挨拶　土木技術映像委員会

第2日目　終了

平成28年度土木学会映画コンクール受賞作品と最近の土木学会選定映像

特集　九州の土木技術映像

ご挨拶　土木技術映像委員会

特集　土木遺産の記録

休　　　憩

九州には石橋をはじめとする貴重な土木遺産が数多く存在するが，その多くは老朽化と自然災害の脅威にさらされている。
『平成28年熊本地震』でも熊本城の石垣や通潤橋など多くの土木遺産が被災した。

一方，必要な修復，保存のための移設・復元に欠かせない，石工などの伝統技術の継承者は高齢化しており，若手への技術の伝承が急がれる。
討論会では，現存構造物の映像による記録の必要性，技術伝承への映像技術活用の可能性について，九州の土木遺産保存の現状と課題を共有するとともに議論する。

技術映像としての情報の視覚的な保存により，データベースとしての機能だけでなく，技術の共有，土木遺産の認知度の向上，将来的にはバーチャルリアリティ技術との融合による
次世代への効果的な技術伝承などの効果が期待できる。

技術伝承における映像の果たす役割　～九州の土木遺産を中心として～

公益社団法人 土木学会 土木技術映像委員会 主催

● 研究討論会

開会のご挨拶　土木技術映像委員会

第1日目　終了

平成29年度　土木学会全国大会　映画会・研究討論会

日程 ： 2017 年 9 月 11 日 （月） ～ 9 月 13日 （水）
会場 ： 九州大学伊都キャンパス 稲盛財団記念館

日程 ： 2017 年 9 月 13 日 （水） 13:00～15:00
会場 ： 九州大学伊都キャンパス センター2号館2203


